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和 文 要 旨  

【 目 的 】頭 皮 動 静 脈 瘻 に 対 し て p r e s s u r e  c o o k e r  t e c h n i q u e（ P C T）

を 用 い て 根 治 し 得 た 2 症 例 を 経 験 し た の で 報 告 す る 。  

【 症 例 】 症 例 1 は l t . p o s t e r i o r  a u r i c u l a r  a r t e r y ( PA A )  と

l t . s u p e r f i c i a l  t e m p o r a l  v e i n ( S T V )の 間 に d i r e c t  AV  s h u n t が 形 成

さ れ 、 そ こ に l t . o c c i p i t a l  a r t e r y ( O A )分 枝 か ら も f e e d e r が 流 入 す

る s c a l p  AV F を 認 め て い た 。 症 例 2 は l t . O A、 l t . PA A が f e e d e r

と な り l t . o c c i p i t a l  v e i n ( O V )、 l t . S T V の 間 に d i r e c t  AV  s h u n t を

形 成 す る s c a l p  AV F を 認 め て い た 。症 例 1 は l t . PA A よ り 、症 例 2

は l t . O A よ り P C T を 用 い て 、コ イ ル と 低 濃 度 N B C A で p l u g 形 成

し 、非 離 脱 式 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル（ M C）か ら O n y x を 圧 入 す る こ

と で 、 シ ャ ン ト 部 を 完 全 に 閉 塞 さ せ た 。 上 記 M C は 2 例 と も 抜 去

で き た 。【 結 論 】 本 法 は 、 数 分 以 内 の 注 入 で 、 マ イ ク ロ カ テ ー テ

ル が 接 着 し た 場 合 で も 対 処 で き る 外 頸 動 脈 系 の み に 限 定 し て 使

用 す れ ば 、 有 用 な 治 療 法 と な る 可 能 性 が あ る 。  
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緒  言  

頭 皮 動 静 脈 瘻 ( s c a l p  a r t e r i o v e n o u s  f i s t u l a  ;  s c a l p  AV F )は 比 較 的

稀 な 疾 患 で あ り 、 外 頸 動 脈 系 に 広 範 囲 で 複 雑 な ネ ッ ト ワ ー ク を 有

し 、 耳 鳴 り 、 局 所 痛 、 頭 痛 、 て ん か ん 、 出 血 、 お よ び 頭 皮 壊 死 な

ど の 臨 床 症 状 を 呈 す る 。 治 療 法 は 様 々 報 告 さ れ て お り 、 開 頭 術 、

血 管 内 治 療 、 そ の 併 用 療 法 を 用 い る こ と が 多 い が 、 病 変 が 広 範 囲

に 及 ぶ 場 合 は 、 切 除 後 皮 膚 移 植 を 行 う 必 要 が あ る 。 P r e s s u r e  

c o o k e r  t e c h n i q u e（ P C T） は C h a p o t ら に よ り 報 告 さ れ 、 O n y x 注

入 用 離 脱 式 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル 近 位 置 部 に 、 別 個 に 挿 入 さ れ た マ

イ ク ロ カ テ ー テ ル よ り コ イ ル と 小 量 の N B C A を 用 い て 逆 流 防 止

P l u g を 形 成 し 、 そ の 遠 位 部 の 離 脱 式 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル よ り

O n y x を 圧 入 す る こ と で 病 変 部 の 塞 栓 率 を 高 め る t e c h n i q u e で あ

る 1 )。  

今 回 我 々 は 耳 鳴 り で 発 症 し た 頭 皮 動 静 脈 瘻 に 対 し て 、P C T を 非 離

脱 式 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル に 応 用 し て O n y x を 圧 入 す る こ と に よ り

シ ャ ン ト 部 を 完 全 に 塞 栓 し 根 治 し 得 た 2 症 例 を 経 験 し た の で 報 告

す る 。  

 

症 例 提 示  

１ ． 症 例 1  

患 者 ： 7 5 歳 、 男 性 。  

既 往 歴 ： 白 内 障 、 副 鼻 腔 炎 、 外 傷 歴 な し 。  

現 病 歴 ： 3 年 前 よ り 左 側 の 耳 鳴 り が 出 現 。 1 年 前 か ら 徐 々 に 症 状

が 悪 化 し て い た 。 1 か 月 前 か ら は 睡 眠 障 害 が 出 現 し ブ ロ チ ゾ ラ ム
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を 内 服 し て い た 。近 医 で 画 像 検 査 の 結 果 、当 科 紹 介 受 診 と な っ た 。 

入 院 時 所 見 ： 神 経 学 的 異 常 所 見 は 認 め な か っ た 。 左 側 耳 介 後 部 に

拍 動 性 血 管 雑 音 を 聴 取 し た 。  

画 像 所 見 ： 脳 血 管 撮 影 所 見 で は l t . p o s t e r i o r  a u r i c u l a r  

a r t e r y ( PA A )  と l t . s u p e r f i c i a l  t e m p o r a l  v e i n ( S T V )の 間 に d i r e c t  

AV  s h u n t が 形 成 さ れ 、 そ こ に l t . o c c i p i t a l  a r t e r y ( O A )分 枝 か ら も

f e e d e r が 流 入 す る s c a l p  AV F と 診 断 し た （ F i g . 1 A - H）。  

血 管 内 治 療 経 過 ： 全 身 麻 酔 下 で 手 技 を 開 始 し た 。 8 F r シ ー ス を 右

側 大 腿 動 脈 に 、 6 F r シ ー ス を 左 側 大 腿 静 脈 に そ れ ぞ れ 留 置 し た 後

に H e p a r i n  5 0 0 0 単 位 を 静 注 し 、 全 身 ヘ パ リ ン 化 し た 。 8 F r  

F U B U K I（ 朝 日 イ ン テ ッ ク ， 愛 知 ） を g u i d i n g  c a t h e t e r と し て 左

側 外 頚 動 脈 起 始 部 に 留 置 し 、 i n t e r m e d i a t e  c a t h e t e r と し て 4 . 2 F r  

F U B U K I（ 朝 日 イ ン テ ッ ク ，愛 知 ）を l t . PA A の 起 始 部 に 留 置 し た 。

一 方 、静 脈 側 で は l t . S T V に 6 F r  O p t i m o（ 東 海 メ デ ィ カ ル ，愛 知 ）

を g u i d i n g  c a t h e t e r と し て l t . S T V 起 始 部 に 留 置 し 、i n t e r m e d i a t e  

c a t h e t e r と し て 3 . 6 F r J B 2 カ テ ー テ ル（ ガ デ リ ウ ス・メ デ ィ カ ル ，

東 京 ） を シ ャ ン ト ポ イ ン ト 近 傍 に 留 置 し た 。  

ま ず 、 l t . PA A 側 か ら O n y x 注 入 用 の M a r a t h o n ( e V 3  

C o v i d i e n , I r v i n e , C A , U S A ) を シ ャ ン ト ポ イ ン ト の 最 近 位 部 ま で 挿

入 し た 。 次 に 親 カ テ ー テ ル の 8 F r  F U B U K I  か ら コ イ ル 塞 栓 用 に

E x c e l s i o r  S L - 1 0 を 挿 入 し て 、M a r a t h o n よ り 約 1 ㎝ 手 前 に 留 置 し

た 。l t . S T V か ら E x c e l s i o r  S L - 1 0（ S t r y k e r, K a l a m a z o o , M I , U S A）

を 用 い て 、 肺 へ の O n y x の 流 出 を 避 け る た め シ ャ ン ト 直 後 の 静 脈

側 に A X I U M 7 × 3 0 c m  ( e V 3  C o v i d i e n , I r v i n e , C A , U S A )を 留 置 し 、動
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脈 側 の E x c e l s i o r  S L - 1 0 か ら A X I U M 3 m m × 1 0 c m ( e V 3  

C o v i d i e n , I r v i n e , C A , U S A )、 E D  c o i l  2 m m × 6 c m（ カ ネ カ メ デ ィ ッ

ク ス ，大 阪 ）で コ イ ル 塞 栓 を 行 っ た ( F i g .  2 A )。次 に E x c e l s i o r  S L - 1 0

か ら 2 5 ％ n - b u t y l - 2 - c i a n o a c r y l a t e ( N B C A ) 0 . 0 5 m l を 注 入 し て

p l u g を 形 成 し M a r a t h o n 近 位 部 を 完 全 に 閉 塞 さ せ た ( F i g .  2 B )。動

脈 側 の E x c e l s i o r  S L - 1 0 は 抜 去 し 、残 っ た M a r a t h o n か ら O n y x  3 4

を 1 . 5 m l 注 入 し て 、l t . PA A か ら シ ャ ン ト を 越 え て 静 脈 側 を 閉 塞 す

る と と も に 、 シ ャ ン ト 部 か ら 流 入 動 脈 で あ る l t . O A と l t . PA A の

末 梢 へ O n y x を 逆 流 さ せ ( F i g .  2 C - D )、 完 全 に AV  s h u n t を 閉 塞 さ

せ た （ F i g .  3 A - D）。 約 5 分 程 度 の 注 入 で あ っ た が 、 M a r a t h o n は

抵 抗 無 く 抜 去 で き た 。 両 側 総 頚 動 脈 撮 影 、 椎 骨 動 脈 撮 影 で シ ャ ン

ト ポ イ ン ト の 完 全 消 失 を 確 認 し 手 技 終 了 と し た 。 術 後 速 や か に 耳

鳴 り の 消 失 を 確 認 し た 。 頭 皮 の 発 赤 、 壊 死 、 脱 毛 な ど は 認 め な か

っ た 。  

 

2． 症 例 2  

患 者 ： 6 3 歳 、 女 性 。  

既 往 歴 ： 特 記 事 項 な し 、 外 傷 歴 な し 。  

現 病 歴 ： 左 側 の 拍 動 性 耳 鳴 り で 発 症 。  

入 院 時 所 見 ： 神 経 学 的 異 常 所 見 は 認 め な か っ た 。 左 側 後 頭 部 に 拍

動 性 血 管 雑 音 を 聴 取 し た 。  

画 像 所 見 ： 脳 血 管 撮 影 所 見 で は l t . O A、 l t . PA A が f e e d e r と な り

l t . o c c i p i t a l  v e i n ( O V )、 l t . S T V の 間 に d i r e c t  AV  s h u n t を 形 成 す

る s c a l p  AV F と 診 断 し た （ F i g .  4 A - B）。  
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血 管 内 治 療 経 過 ： 全 身 麻 酔 下 で 手 技 を 開 始 し た 。 8 F r シ ー ス を 右

側 大 腿 動 脈 に 留 置 し た 後 に H e p a r i n  5 0 0 0 単 位 静 脈 投 与 し で 全 身

ヘ パ リ ン 化 し た 。8 F r  F U B U K I を g u i d i n g  c a t h e t e r と し て 左 側 外

頚 動 脈 起 始 部 に 留 置 し 、 i n t e r m e d i a t e  c a t h e t e r と し て 4 . 2 F r  

F U B U K I を l t . O A に 留 置 し た 。 l t . O A の m a s t o i d  b r a n c h か ら

M a r a t h o n で シ ャ ン ト ポ イ ン ト に ア プ ロ ー チ し よ う と し た が 、 手

前 の 小 さ な 屈 曲 が 越 え ら れ な か っ た 。 そ の 末 梢 側 で 内 側 下 方 に 走

る 細 い 硬 膜 枝 を 認 め 、 顔 面 神 経 へ の 栄 養 血 管 と の 吻 合 の 可 能 性 が

あ る た め 、 M a r a t h o n を そ の 血 管 に 挿 入 し E D  c o i l  

E x t r a s o f t 1 . 5 m m × 1 c m で 閉 塞 さ せ た 。 次 に 親 カ テ ー テ ル で あ る

8 F r  F U B U K I よ り コ イ ル 塞 栓 用 に E x c e l s i o r  S L - 1 0  p r e s h a p e d  J

を 挿 入 し て 、 M a r a t h o n よ り 約 1 ㎝ 手 前 に 留 置 し 、 そ こ か ら G D C  

1 0  s o f t  3 6 0  3 m m × 6 c m ( S t r y k e r, K a l a m a z o o , M I , U S A ) 、 E D  

E x t r a s o f t  2 m m × 6 c m 挿 入 し て コ イ ル 塞 栓 を 行 い ( F i g .  4 C )、 更 に

E x c e l s i o r  S L - 1 0  p r e s h a p e d  J か ら 2 5％ N B C A を 0 . 0 2 m l 注 入 し て

p l u g を 形 成 し 、 M a r a t h o n 近 位 部 の l t . O A の m a s t o i d  b r a n c h 起

始 部 を 完 全 に 閉 塞 さ せ た ( F i g .  5 )。 E x c e l s i o r  S L - 1 0  p r e s h a p e d  J

は 抜 去 し 、 残 っ た M a r a t h o n か ら O n y x 1 8、 0 . 4 m l を 2～ 3 分 で 注

入 し ( F i g .  4 D )、 l t . O A 末 梢 側 、 l t . PA A へ O n y x を 逆 流 さ せ 完 全 に

AV  s h u n t を 閉 塞 さ せ た ( F i g .  4 E )。M a r a t h o n は 抵 抗 無 く 抜 去 で き

た 。 全 体 造 影 で シ ャ ン ト ポ イ ン ト の 消 失 を 確 認 し 手 技 終 了 と し た

( F i g .  4 F )。 術 後 速 や か に 耳 鳴 り の 消 失 を 確 認 し た 。 頭 皮 の 発 赤 、

壊 死 、 脱 毛 な ど は 認 め な か っ た 。  
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G r i m e s は 動 静 脈 間 に 少 数 で 単 純 な 交 通 枝 の も の を a r t e r i o v e n o u s  

f i s t u l a 、 多 数 で 複 雑 な 交 通 枝 を 持 ち v a r i x 様 の も の を c i r s o i d  

a n e u r y s m、 両 者 を 合 わ せ て s c a l p  a r t e r i o v e n o u s  m a l f o r m a t i o n  

( s c a l p  AV M )と も 定 義 し て い る 5 ) 。  

発 生 要 因 に は 先 天 性 と 後 天 性 の 2 つ に 分 類 さ れ 、後 天 性 要 因 は 鈍

的 な 外 傷 例 が 多 い が 、 頭 皮 移 植 6 - 8 ) 、 開 頭 術 後 9 - 1 0 )、 顎 関 節 症 の

関 節 鏡 検 査 8 )な ど で の 発 生 が 報 告 さ れ て い る 。 治 療 の 適 応 は 、 拍

動 性 腫 瘤 の 美 容 的 軽 減 、 出 血 の 予 防 、 頭 痛 や 耳 鳴 り 症 状 の 悪 化 の

場 合 が 適 応 と さ れ て い る 。 本 症 例 2 例 で は 明 ら か な 外 傷 歴 や 手 術

歴 は 聴 取 で き な か っ た が 、 軽 微 な 外 傷 が 原 因 で あ っ た 可 能 性 は 否

定 で き な い 。 治 療 法 は 、 以 前 は 根 治 的 外 科 的 切 除 が 最 も 一 般 的 な

治 療 法 で あ っ た 。 し か し 、 す べ て の 栄 養 血 管 の 処 置 は 難 し く 、 再

発 す る 傾 向 が 高 か っ た 。 ま た 、 不 完 全 な 治 療 に よ り 、 頭 皮 の 壊 死

や 術 後 出 血 の 合 併 症 を 来 す 可 能 性 が あ っ た 。 X u e  B a i ら に よ る

2 0 1 4 年 ま で の 過 去 2 0 年 の 文 献 レ ビ ュ ー で は 、 血 管 内 治 療 は 2 9

例 中 、 再 発 3 例 （ 1 0 . 3％ ）、 術 部 の 圧 痛 、 発 赤 、 皮 膚 壊 死 、 静 脈

へ の 迷 入 、 脱 毛 な ど の 合 併 症 が 4 例 （ 1 3 . 8％ ） で 認 め ら れ 、 外 科

的 治 療 で は 6 5 例 中 、 再 発 は な く 、 術 中 大 量 出 血 、 皮 膚 壊 死 の 合
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併 症 が 2 例 （ 3 . 1 %） で 認 め ら れ た と し て い る 。 ま た 、 血 管 内 治 療

＋ 外 科 的 治 療 の 併 用 の 5 例 で は 再 発 や 合 併 症 は 認 め な か っ た と 報

告 し て い る 1 5 ) 。血 管 内 治 療 は 様 々 な 治 療 法 が 報 告 さ れ て お り 、塞

栓 物 質 と し て 、 O n y x、 N B C A、 c o i l、 p o l y v i n y l  a c e t a t e、 エ タ ノ

ー ル な ど が 用 い ら れ 、 c i r c u l a r  c o m p r e s s i o n  d e v i c e  ( C C D )を 利 用

し た 直 接 穿 刺 法 1 6 )、経 静 脈 的 に b a l l o o n を 利 用 し た O n y x 注 入 に

よ る 塞 栓 術 1 7 ) な ど が 報 告 さ れ て い る 。  

本 症 例 2 例 と も f e e d e r は 少 な く 、1 カ 所 の シ ャ ン ト ポ イ ン ト か ら

細 か な 静 脈 を 含 む 2～ 3 本 の d r a i n e r に 流 出 し て い る と い う 単 純

な 血 管 構 造 を 認 め た 。 動 脈 側 か ら 、 シ ャ ン ト 部 を 完 全 に 閉 塞 で き

る 可 能 性 が 高 い の で 、 血 管 内 治 療 を 選 択 し た 。 根 治 さ せ る た め に

は 、 1 本 の 流 入 動 脈 か ら 液 体 塞 栓 物 質 で 完 全 に シ ャ ン ト 部 と 一 部

流 出 静 脈 側 を 閉 塞 さ せ る 必 要 が あ る た め 、 確 実 性 と い う 観 点 か ら 、

塞 栓 物 質 と し て O n y x を 選 択 し た 。但 し 、O n y x 注 入 部 の 皮 膚 が 黒

く 変 色 、 隆 起 し た 場 合 に は 摘 出 術 が 必 要 と な る こ と 、 O n y x は 適

応 外 使 用 で あ る こ と な ど を 十 分 に i n f o r m e d  c o n s e n t し た 上 で 治

療 を 行 っ た 。O n y x の 塞 栓 方 法 と し て は 、s i m p l e  p u s h  t e c h n i q u e、

p l u g  a n d  p u s h  t e c h n i q u e  、 b a l l o o n  a s s i s t  t e c h n i q u e、 p r e s s u r e  

c o o k e r  t e c h n i q u e  ( P C T )が あ る が 、 屈 曲 が 強 く バ ル ー ン カ テ ー テ

ル が 挿 入 で き な い こ と 、 強 い 圧 で 確 実 に シ ャ ン ト か ら 静 脈 ま で

O n y x を 到 達 さ せ る た め に P C T を 選 択 し た 。 国 内 で 使 用 で き る

O n y x 注 入 可 能 な ジ メ チ ル ス ル ホ キ シ ド （ d i m e t h y l  s u l f o x i d e ；

D M S O）対 応 カ テ ー テ ル に は M a r a t h o n、E c h e l o n 1 0、E c h e l o n 1 4、

H e a d w a y 1 7 A d v a n c e d、 R e b a r 1 8、 S c e p t e r  C / X C が あ り 、 海 外 で
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は S o n i c、A p o l l o な ど の 離 脱 式 カ テ ー テ ル が 広 く 使 用 さ れ て い る 。

本 邦 で 使 用 で き 、 末 梢 到 達 性 、 操 作 性 が 良 い カ テ ー テ ル と し て

M a r a t h o n を 選 択 し た 。 ま た 、 用 い た M a r a t h o n は 離 脱 式 で は な

い が 、過 去 の 経 験 か ら 2 0～ 2 5 %程 度 の N B C A の 少 量 の カ テ ー テ ル

近 位 部 へ の 逆 流 で あ れ ば 、 外 頸 動 脈 系 の 血 管 内 に 数 分 留 置 し て も

抜 去 困 難 に 至 ら な か っ た た め P C T を 使 用 し た 。ま た 、万 一 抜 去 困

難 に な っ た 場 合 に は 小 切 開 を 加 え れ ば O A 内 の カ テ ー テ ル を 容 易

に 切 断 で き る の で 本 法 を 用 い る こ と と し た 。  

O n y x は 注 入 時 に 血 管 痛 を 認 め る た め 全 身 麻 酔 下 で 手 術 は 施 行 し

た 。 M a r a t h o n の 先 端 部 を シ ャ ン ト ポ イ ン ト の で き る だ け 近 位 部

に 留 置 し 、 そ こ か ら 約 1 0 m m 離 し た 位 置 に コ イ ル 塞 栓 用 の

E x c e l s i o r  S L - 1 0 を 留 置 す る 。 E x c e l s i o r  S L - 1 0 よ り p l u g 形 成 の

た め に コ イ ル を 塞 栓 し 、 そ こ に 同 じ E x c e l s i o r  S L - 1 0 か ら

N B C A 2 5 ％ を 注 入 し p l u g を 形 成 す る 。 Pl u g 形 成 の ポ イ ン ト は

Cha p o t の 原 法 に 従 っ て 、 NBC A 注 入 用 の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル を コ

イ ル マ ス 内 で は な く 、コ イ ル 直 近 に 置 き 、NB C A で コ イ ル マ ス が 充

填 さ れ 、 流 入 動 脈 に わ ず か に NBC A が 逆 流 し た 時 点 で 注 入 を 中 止

し て い る 。 そ の 後 M a r a t h o n か ら 持 続 的 に O n y x を 注 入 し て い く

が （ F i g . 3）、 P C T の p l u g  a n d  p u s h  t e c h n i q u e  に 対 す る 利 点 は

s a f e t y  m a r g i n を 考 え た 逆 流 を 考 慮 す る 必 要 は な く 、 短 時 間 で 大

量 の O n y x を 圧 入 で き る 点 で あ る 。 た だ 、 圧 入 す る た め 、 血 管 撮

影 で 描 出 さ れ な い 逆 行 性 の 流 入 動 脈 に も O n y x が 入 っ て ゆ く の で 、

術 前 に 流 入 動 脈 の 情 報 を 確 実 に 把 握 し て お く 必 要 が あ る 。 症 例 1

で は 静 脈 に 迷 入 し た O n y x が 肺 静 脈 に 流 れ る の を 防 ぐ た め に 静 脈
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側 に も コ イ ル を 留 置 し 、症 例 2 で は 顔 面 神 経 の 栄 養 血 管 へ の O n y x

の 迷 入 を 防 ぐ た め に p l u g 遠 位 の 分 枝 に も コ イ ル 塞 栓 を 追 加 し て

い る 。  

P C T の 欠 点 と し て は 、 マ イ ク ロ カ ー テ ル を 2 本 挿 入 し 、 コ イ ル 、

N B C A、O n y x を 使 用 す る た め 手 技 が 煩 雑 化 す る こ と 、十 分 な p l u g

形 成 が で き て な い 場 合 は 逆 流 す る 可 能 性 が あ る こ と 、 O n y x 注 入

圧 を か け 過 ぎ る と 血 管 が 拡 張 し 、p l u g と 血 管 の 隙 間 か ら O n y x が

逆 流 す る 可 能 性 が あ る こ と な ど が 挙 げ ら れ る 。 そ の た め 、 対 象 血

管 径 の 正 確 な 測 定 と 、コ イ ル 選 択 が 必 要 で あ る 。ま た 、M a r a t h o n

は N B C A 塞 栓 、 O n y x 塞 栓 で 抜 け な く な る こ と が あ る 。 静 か に 時

間 を か け て 引 っ 張 れ ば ほ と ん ど 抜 去 で き る が 、 添 付 文 書 で は

M a r a t h o n は 2 0 ㎝ 以 上 引 っ 張 る と カ テ ー テ ル 離 断 の リ ス ク が 高 く

な る 。 こ れ は M a r a t h o n の 先 端 部 2 5 ㎝ が 柔 ら か く 、 構 造 上 シ ャ

フ ト 部 の ポ リ ア ミ ド か ら 、 先 端 部 2 5 ㎝ が ポ リ エ ー テ ル を 加 え て

柔 軟 性 を 増 し た ポ リ エ ー テ ル ブ ロ ッ ク ア ミ ド に 変 わ る た め 、 そ の

接 合 部 分 か ら 先 端 部 が 離 断 し や す い と 考 え ら れ る 。 最 悪 、 離 断 し

て も 、 離 断 部 を 外 頚 動 脈 に 留 置 し て お く か 、 局 所 麻 酔 下 に 切 開 し

回 収 す る こ と が 可 能 と 考 え ら れ る 。 現 在 、 当 院 で は M a r a t h o n 離

断 の 可 能 性 も 考 慮 し P C T は 現 在 の と こ ろ 外 頸 動 脈 系 の み で 試 行

し て い る 。 ま た 、 C h a p o t ら の 報 告 で は P C T に お い て 離 脱 式 マ イ

ク ロ カ テ ー テ ル 近 位 部 を N B C A 3 3～ 5 0 %で 塞 栓 し て い る が 1 ) 、

我 々 は 、 カ テ ー テ ル が 離 脱 式 で は な い た め 、 当 初 か ら N B C A 2 5 %

で カ テ ー テ ル 近 位 部 を 塞 栓 し 、 今 の と こ ろ 数 分 の O n y x 注 入 で は

抜 去 困 難 症 例 は 経 験 し て い な い 。 P C T は 今 後 S o n i c、 A p o l l o な ど
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の 離 脱 式 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 導 入 に よ り 、 適 応 が 広 が り 非 常 に

有 用 な 手 技 に な る と 思 わ れ る 。  

 

結  語  

P r e s s u r e  c o o k e r  t e c h n i q u e を 非 離 脱 式 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル に 応

用 し て 閉 塞 し 得 た 頭 皮 動 静 脈 瘻 の 2 例 を 報 告 し た 。 こ の 手 法 は

d i s t a l  a c c e s s  c a t h e t e r（ D A C） を 用 い 、 外 頸 動 脈 系 の 血 管 に 限 定

し 、コ イ ル と 低 濃 度 の N B C A に よ る カ テ ー テ ル の で き る だ け 先 端

部 で の 小 さ な p l u g 形 成 下 で 、数 分 以 内 の O n y x 注 入 で あ れ ば 安 全

に 施 行 で き た 。 今 後 、 離 脱 式 マ イ ク ロ カ テ ― テ ル の 導 入 に よ り 有

用 な 手 技 に な っ て い く と 考 え ら れ る 。  

 

利 益 相 反 の 開 示  

本 論 文 に 関 し て 、 開 示 す べ き 利 益 相 反 状 態 は 存 在 し ま せ ん 。  
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F i g . 2  S e l e c t i v e  a n g i o g r a p h y  o f  t h e  l e f t  p o s t e r i o r  a u r i c u l a r  a r t e r y  

i n  C a s e  1 .  

A :  L a t e r a l  v i e w.  T h e  b l a c k  a r r o w  s h o w s  t h e  t i p  o f  M a r a t h o n  

n a v i g a t e d  i n  t h e  p o s t e r i o r  a u r i c u l a r  a r t e r y  a s  c l o s e  t o  t h e  s h u n t  
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p l a c e d  i n  t h e  d r a i n i n g  v e i n  a d j a c e n t  t o  t h e  s h u n t  t o  p r e v e n t  f r o m  

t h e  m i g r a t i o n  o f  t h e  O n y x  i n t o  t h e  p u l m o n a r y  a r t e r y.  T h e  w h i t e  

a r r o w  h e a d  s h o w s  t h e  c o i l s  ( A x i u m  3  m m  ×  1 0  c m  a n d  E D  c o i l  2  

m m  ×  6  c m )  p l a c e d  a t  t h e  j u s t  p r o x i m a l  p o r t i o n  o f  t h e  t i p  o f  t h e  

M a r a t h o n  t o  m a k e  t h e  p l u g  b y  i n j e c t i n g  2 5 %  N B C A f r o m  t h e  

S L - 1 0  l o c a t e d  a t  t h e  p r o x i m a l  p o r t i o n  o f  t h e  c o i l s .  

B :  L a t e r a l  v i e w  a f t e r  i n j e c t i o n  o f  2 5 %  N B C A f r o m  S L - 1 0 .  T h e  

w h i t e  a r r o w  s h o w s  t h e  i n j e c t e d  N B C A .  

C :  L a t e r a l  v i e w.  I n j e c t i o n  o f  O n y x  3 4  f r o m  M a r a t h o n .  O n y x  

p a s s e d  t h r o u g h  t h e  s h u n t  p o i n t  a n d  e n t e r e d  i n t o  t h e  d i s t a l  p a r t  

o f  PA A ( b l a c k  a r r o w ) .  

D :  L a t e r a l  v i e w  a t  t h e  l a t e  p h a s e  o f  O n y x  i n j e c t i o n .  O n y x  e n t e r e d  

i n t o  t h e  O A t h r o u g h  t h e  s h u n t  p o i n t  a n d  o c c l u d e d  t h e  d i s t a l  p a r t  

o f  t h e  O A c o n t r i b u t i n g  t h e  s h u n t  ( b l a c k  a r r o w ) .   

 

F i g . 3  P o s t o p e r a t i v e  e x t e r n a l  c a r o t i d  a n g i o g r a m  i n  C a s e  1 .  

A ,  B :  A n t e r o - p o s t e r i o r  v i e w  o f  t h e  e x t e r n a l  c a r o t i d  a n g i o g r a m  a t  

e a r l y  a n d  l a t e  a r t e r i a l  p h a s e .  T h e  a r t e r i o - v e n o u s  s h u n t  w a s  

c o m p l e t e l y  d i s a p p e a r e d .   
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C ,  D :  L a t e r a l  v i e w  o f  t h e  e x t e r n a l  c a r o t i d  a n g i o g r a m  a t  e a r l y  a n d  

l a t e  a r t e r i a l  p h a s e .  T h e  a r t e r i o - v e n o u s  s h u n t  w a s  c o m p l e t e l y  

d i s a p p e a r e d .   

 

F i g . 4  L a t e r a l  v i e w  o f  t h e  l e f t  e x t e r n a l  c a r o t i d  a n g i o g r a m  i n  

C a s e 2 .  

A :  P r e o p e r a t i v e  e x t e r n a l  c a r o t i d  a n g i o g r a m ,  e a r l y  a r t e r y  p h a s e .  

T h e  a r r o w  s h o w s  t h e  s h u n t  p o i n t .  

B :  P r e o p e r a t i v e  e x t e r n a l  c a r o t i d  a n g i o g r a m ,  c a p i l l a r y  p h a s e .  T h e  

a r r o w  s h o w s  t h e  s h u n t  p o i n t .  

C :  S e l e c t i v e  a n g i o g r a m  f r o m  t h e  S L - 1 0  p l a c e d  1 c m  p r o x i m a l  o f  

t h e  t i p  o f  t h e  M a r a t h o n  i n  t h e  o c c i p i t a l  a r t e r y.  A r r o w  s h o w s  c o i l s  

( G D C  1 0  s o f t  3 6 0  3  m m  ×  6  c m ,  E D  E x t r a s o f t  2  m m  ×  6  c m )  p l a c e d  

a t  j u s t  p r o x i m a l  o f  t h e  M a r a t h o n .  

D :  I n j e c t i o n  o f  O n y x  f r o m  t h e  M a r a t h o n .  A r r o w  s h o w s  t h e  c o i l  

i n t r o d u c e d  i n t o  t h e  m e n i n g e a l  b r a n c h  o f  t h e  m a s t o i d  b r a n c h  o f  

t h e  o c c i p i t a l  a r t e r y  t o  p r e v e n t  O n y x  m i g r a t i o n  i n t o  t h e  b r a n c h e s  

s u p p l y i n g  c r a n i a l  n e r v e s .  A r r o w  h e a d s  s h o w  2 5 %  N B C A i n j e c t e d  

f r o m  t h e  S L - 1 0  t o  m a k e  t h e  p l u g .  O n y x  p e n e t r a t e d  t h r o u g h  t h e  

s h u n t  a n d  o c c l u d e d  t h e  d i s t a l  b r a n c h  o f  t h e  O A a n d  v e n o u s  s i d e .  

E ,  F :  P o s t o p e r a t i v e  e x t e r n a l  a n d  c o m m o n  c a r o t i d  a n g i o g r a m .  T h e  

a r t e r i o - v e n o u s  s h u n t  w a s  c o m p l e t e l y  o b l i t e r a t e d .  

 

F i g .  5  S c h e m a t i c  d i a g r a m  o f  t h e  s c a l p  AV F  i n  C a s e 2 .  
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